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『連結ロケット』は百円ショップで購入できる７色の連結式クレヨンです。以下は高校での授業例で

すが、レクレーションなど授業以外の場面でも子どもからお年寄りまで年齢に関係なく数学を楽しむこ

とができます。

◆授業例１（階乗）

Ｔ：「今日はお楽しみ抽選会をします！」

Ｓ：「わ～い！」

Ｔ：「連結ロケットを一人に一本配りますの

で一度バラバラにしてから手の中でよ～

く振って下さい」

Ｓ：「このあとどうするの？」

Ｔ：「手の中の７色のロケットをつないで

下さい。先生と同じ順番につないだ人

が当選者です」

Ｓ：「できました」

Ｔ：「それでは、一斉に比べてみましょう」

Ｓ：「あれれ、全然違うなぁ」

Ｔ：「上から順に、赤、青、黄、緑、橙、

紫、茶でした。同じ人はいませんか？」

Ｓ：「いないようです」

Ｔ：「では、生徒同士でも比べてみましょ

う。いませんか？」

Ｓ：「あ～ぁ、惜しい。少し違うなぁ」

Ｔ：「ところで、７色のロケットのつなぎ方

は何通りあると思いますか？」

Ｓ：「７×６×５×４×３×２×１だから、

５０４０通りもあります」

Ｔ：「４０人のクラスで一致させるのは難し

そうですね。ちなみに、この計算をこれ

からは７！と書くことにします。」

Ｓ：「予想を超える計算結果にびっくりしま

した。だから、７！なんですね」

Ｔ：「では、色の種類を何色に減らしたら、

最低１組は一致させることができそうで

すか？」

Ｓ：「４色だと思います」

Ｔ：「どうしてですか？」

Ｓ：「４！＝４×３×２×１＝２４通りだから

です」

Ｔ：「それでは、４色で試してみましょう」

Ｓ：「ちょっと待って下さい」

Ｔ：「どうしたの？」

Ｓ：「４色だと一致しやすそうなので、５色の

ほうが面白いと思います」

Ｔ：「それでは、赤と青を除く５色でやってみ

ましょう」



◆授業例２（順列）

Ｔ：「５色のロケットのつなぎ方は何通りでしたか？」

Ｓ：「５！＝５×４×３×２×１＝１２０通りでした」

Ｔ：「では、５色のロケットから３色を選んでつなぐ場合とどちらが一致しやすいと思いますか？」

Ｓ：「３色選んでつなげる場合だと思います」

Ｔ：「それでは、実際にやってみることにしましょう」

Ｓ：「３色選んでつなげるほうが一致しやすい感じでした」

Ｔ：「それでは、計算で確かめてみましょう」

Ｓ：「５×４×３＝６０通りになりました。さきほどの半分なので一致しやすく感じたんですね」

Ｔ：「これを順列といい、５Ｐ３と書くことにします」

◆授業例３（組合せ）

Ｔ：「５色のロケットから３色を選んでつなぐ順列は何通りでしたか？」

Ｓ：「５Ｐ３＝５×４×３＝６０通りでした」

Ｔ：「では、５色のロケットから３色を選ぶだけの場合とどちらが一致しやすいと思いますか？」

Ｓ：「つながなくていいから３色選ぶだけの場合だと思います」

Ｔ：「それでは、実際にやってみることにしましょう」

Ｓ：「３色選ぶだけのほうがずいぶん一致しやすいですね」

Ｔ：「それでは、計算で確かめてみましょう」

Ｓ：「答をＸとおくとＸ×３！＝５Ｐ３だから、Ｘ＝１０通りになりました」

Ｔ：「これを組合せといい、５Ｃ３と書くことにします」

Ｔ：「では、５色のロケットから２色を選ぶ組合せは何通りですか？」

Ｓ：「５Ｃ２＝１０通りです。」

Ｔ：「５Ｃ２＝５Ｃ３となりましたが、これは単なる偶然でしょうか？」

Ｓ：「？？？」

◆授業例４（円順列／数珠順列）

Ｔ：「５色のロケットが一列になってある惑星の周りを回っていると、いつの間にか一つの輪になって

しまいました。輪の模様は何通り考えられますか？」

Ｓ：「この惑星って土星のことですか？」

Ｔ：「よくわかったね。輪になると先頭と後尾の区別がなくなるから・・・」

Ｓ：｢５！÷５＝４！通りですか？｣

Ｔ：「輪には表と裏があるので・・・」

Ｓ：「４！÷２＝１２通りですね」

Ｔ：「最後に、これで確かめてみましょう」


